
舎 密 開 宗 に お け る 現 代 化 学 用 語

藤 原 鎭 男,岡 本 有 子

舎 密 開 宗 は10年 にわ た る努 力 の 後、 宇 田川 椿 苓 が1847年 に刊 行 した我 が

国 の 最 初 の化 学 の教科書 である。原書はイギ リスの化学者WilliamHenry

のElementsofExperimentalChemistryを ドイ ツの化 学 者JohanBartho-

10maeusTrommsdorfが 独 訳 し、 それ が さ らに オ ラ ンダのAdolphusYpeyに

よ って 蘭訳 され た もの を 宇 田川 が邦訳 した ものであ る。将軍吉宗による蘭書

解禁で当時は蘭書のみ読む ことが許 され たわ けであ る。宇 田川の仕事 は邦訳

として通 常簡単 に紹介 されるが、舎密開宗 は決 して逐語訳的単純 な訳業では

な く、訳載 されて いる化学物質が当時既知で あった物質 と同 じであるか否か

を同定 し、 もし新奇未知 の もので あればそれ に新 しい名前を与え、 また今迄

知 らなか った事象であ る場合 は、 いろ いろ考察 して適 当な用語を造 って訳 と

したのであ る。 その作業 は容易な ことで はない。例 えば、彼 はテキス ト中の

物質が既 に知 られていた今 日の棚砂 に当たる ことを推定 し、そ う訳 して いる

が、 これ一 っで も、その仕事が並み大抵 の労ですむ ことで はない ことが推察

され るのである。

元来、物質 の記載、分類 は本草学 の名 によ って東洋 は世界に先が けた体系

を構築 してお り、非常に高い水準にあ った としてよいで あろ う。椿苓 は、舎

密開宗の訳 に とりかか る前、 すでにに植物啓原 を著 し、また ラボァ ジェ ーの

Traiteelementairedechimie(1797)の 蘭訳 版 も含 め24冊 もr'化 学 書 を参

考 に して い る との こ とで あ って1、 東 洋 の本 草学 、 す なわ ち薬 イ、学の蓄積が

椿苓の並 々な らぬ学才 によって、 「西欧化学 」の翻訳 に生か された とい うべ

きなのである。宇田川が訳出 した もので、東洋 の学 的蓄積内容 と合致す る も

の は、そのまま旧来 の漢字表記の用語が与 え られたので あろう。 また、従 存

の知識にない もの(事 象)に 対 して は、 宇 田川 は新 し く造 語 し命名 しなけ ユ

ばな らなか った。 しか もその とき、宇田川 はその 「事象 」にっいて、実験的

な実体を知 らないのである。彼の直面 した難事業 を察す ることが出来 る

Henryの 原 書 はい ち早 く独 訳 、蘭 訳 が 出来、 また刊行後30年 で11貯 ≠ 《

ね る ほ ど広 く流布 した とい う。iそ れ は、 この テキ ス トが 当 時 の西欧,rも 新

時 代 を 画す る もの で、 す なわ ち、旧来 の西欧の化学が記述的、静 的で あった

のに対 し、今 日でい う物理化学 の内容の もので、反応の記述に新生面を示オ

ものであ ったか らであ る。 これは、 「本草学 」にあ って も全 く同様 にいえ る
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ことである。 植物、鉱物等の物産 の分類 と記載で ある本草学 の知識を もって

しては、新 しい化学 のテキス トを翻訳す る仕事 は至難のわ ざで あろ う。 そ こ

で宇田川 は多数の参考書の助 けを借 りたとは いえ、「実証科学であ る西欧化

学 」を乏 しい経験 と本草学 の基盤のみで翻訳す るという仕事 に立 ち向か った

のであ る。す なわ ち 「経験 」な しに 日本語(漢 字)で 訳 出 しよ う と した わ け

で あ る。 そ して 「原書 一巻を三篇 とし、第一篇 を元素の集合(物 質)の 記述 、

第 二篇 、 第 三 篇 は 試薬 を もって雑合諸品(原 文)を 分 析 し薬 品 の真 贋 を 明 め 」

云 々 と記 して、第一篇を 内篇、第二、第三篇を外篇 とした。上記 の宇 田川の

記述す る数行 の中 にすで に我々は宇田川 の科学 用語で ある 「試薬 」 と 「分析 」

の二語を見 出 し、我が国の科学 の歴 史の沿革が古 く長 い ことを察知 させ るの

で ある。

本稿は舎密開宗の内篇 の冒頭の巻1第1章 中 に現 わ れ る用語 を抽 出 し、そ

の 中で今 日、化学学術用語 として 日本化学会が制定 した ものが どれ位 あるか

を検討 した結 果を示す もので ある。 内篇 の用語で今 日の もの と一致す る もの

は、我が国古来の科学を源流 とす るもの としてよいであろ う。 問題 は一致 し

ない ものの中に注意すべ きものがあ ることで ある。我が国の学術用語 は、19

世 紀 末葉 か ら20世 紀 初頭 にか けて、中国 の 影響 を 受 けるところ多大であ った。

その一例 をあげれば、Chemieを 音 訳 して 舎密(セ イ ミ)と した もの を、 川

本 幸 民 らの 唱導 で、中国語 の表現 「化学 」に変えた ごときで ある。現代の中

国語表現 の用語 と本邦の用語 の比較について、我々は別途 に検討を行 い本年

報 にその第一稿を報告 した。舎密開宗の用語 の検討解析 は、我が国固有の造

語 と日、中の近代の造語 が関わ る問題で極 めて興味ある対象 と思われる。

筆者 は、 ここに事実的知見を提示す るに とどめ、関心を共 にされ る識者の

教示を まちたい と考 える。

(1)柴 田 雄 次,化 学 教 育,13,163(1965)
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舎密開宗巻1中 に見 られる化学用語

下線を付 したものは現代化学用語集(文 部省学術用語集 「化学編」)に 見 ら

れるもの

舎密親和

甦着力

能解

温氣

解散

消酸銅

物性

複澤親和

光素運達
ラツ カ ム 　 ス

勒伝母斯

痕沸熱度

凝膿

蒸氣

劃度鐘

熱後

大氣

和性

聴神
ニ ソト リ キユ ム

日匿多一里屈母

凝嬰左

同類分

所解

結晶

分散

都鋭厄年徳

qCI親和

實斯 剥!-r_連塩

越列 機
リユム ホ ルF

律母福爾度試法

沸度

耀

温一度

頑槽

嘘鳴

力徳

酸化水素瓦斯

元膿
エウ ヂ オ メ　 ト ル

欧實阿墨多爾

堆積親和

異類分

溶和

堅膜

分一離

弗爾萬度斯葛布

軍澤親和

温素

験温器
ヂ ゲ ズ ト ル

實厄斯多爾

顕温素

氣体一

蒸騰

囁氣漏斗

酸素

舎密樂音克譜

酸化

亜爾加里
ホ ル ダ ピ コ ロ ム

福爾苔氏格羅母

引2望

溶解

用器

結晶心

撹擾

飽充

複親和

光素

温素導達
カ フ エル ロ

加勿爾羅乏試法

潜温素

頑凍

瓦斯

氣墜

窒素

水素

鼓輪

塩類
ウ ル ス テ ト

務爾斯的度之装置
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票性 験燥湿器

容積 亜爾加里金属
が ル ハ ニ セ エ レ キ テ リ シ テ 　 ト

瓦爾葦尼撮越列機的里西底多
カ リユム

加榴母
ソウヂ ウム

曹冑母

加里滴

酸素酸

炭酸瓦斯
イ ヲ ヂ ウム

伊阿冑母
バ ル ラ ヂウム

巴爾刺冑母
ト リウ ム

多榴母
ヲ ス ミユ ム

阿斯纏母
弄 ドミウム
嘉度密烏母
ウ ラ ニウム

烏刺紐母
マ ンガ ニユ ム

満瓦紐母
フエル リユム

勿爾律母(鐵)
コ リユム ピウ ム

格縮彪母
ア ソ　 チ キユ

亜曹知究(窒 素)
ギ ル コ ニウム

瑛爾古紐母
シ ンキユ ム

聖究母(亜 鉛)
モ レイプ タ　 ニユム

莫列貌達紐母
ズ ダ ンニユ ム

斯丹紐母(錫)

ボ ツqシ ウ ム

剥苔隻母
ナ 　テ ル

納的爾

曹達滴

水素酸

加爾基
イ ト リウム

依多榴母
ニツ コ リユム

膿古律母
チ ダ ン ニウム

知旦紐母
カ リウム

加榴母
ダ ンダ,jユ ム

旦苔律母
ウ ヲル フ ラ ミ ゥ ム

X弗 刺 密 鳥 母

ゲ リユシ ニウム

厄律悉紐母
ブリユム レロム

布論釜母(鉛)
エ レ キ}リ カ

越列機多里加
ア ル ゲンテユム

亜爾健失母(銀)
キユプ リユム

究布律母(銅)
ヒ 　 ド ラ ル ギ 　 リユ ム

喜度刺爾義律母(頑)
tレ ワ ム

撮列紐母
ズ ト ロ ンチ ウム

斯多論冑母

溶解力

揮護

消極
メ ダ 　ル ロ イ デ ン

滅苔爾羅乙旬
アムモ ニ ア

諸模尼亜(水)

硫化諸模尼亜

炭素

石灰水
イ リ ヂウ ム

意利 冑母
豪 リウム
勃榴母
リ チ ウ ム

利知烏母
カ ル キウ ム

加爾丘母
ソウヂウム

曹冑母
マ グ ネ シウ ム

麻掘温隻母
7。 ミ ウ ム

蒲羅密烏母
フ リユ ヲ リ ネ

弗律阿里浬
テ ル リユ リウ ム

的爾律榴母
ア リユ ミ ウ ム

亜律密烏母
シ リ シ ウム

悉里隻母

ス ロ ロ ン

蘇魯林
ス ロ ミ ウ ム

斯魯密烏母
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可溶物

白熾

積極
ア ル カ ロ イ デ ン

亜爾加羅乙旬
ド ベ レ イ ネ ル

狸別列乙渥爾氏之法

酸麺

鐙石素

酸化炭酸
バ リウム

抜榴母
ホFゲ ニウ ム

浮多厄紐母(光 素)
ホxホ 　リユ ス

波斯波律斯(燐)
ヲ キ セ イゲ ニウム

阿幾舎厄紐母(酸 素)
カ ロ リ キユ ム

加羅里究母(温 素)
カ ル:Kニ キユム

加爾勃尼究母(炭 素)
ブ ラ チ ニユ ム

布刺知紐母(白 金)
;ハ ル テユム
箇 抜 爾 失 母
ア ル セ ニ キユ ム

亜爾囁尼究母(砒)
ア ウ リユム

浩律母(黄 金)
シ ユル フ ユル

須爾扶爾(硫 黄)
ピ ス シ ユテユ ム

比斯纒失母(蒼 鉛)
ス チ ピウム

私知彪母
ソウダ

硫酸曹達(芒 消)



硫酸加爾基 硫酸苦土

消酸加里(消 石)璽 酸曹達

炭酸加爾基 酸化水素

盛酸頑

炭酸曹達

蘇魯林水

鑛属
フロ レンライ ンセ フ レス

弗羅連壕
マ 　 F

麻篤

頑(水 銀)

硫酸曹達
コ レ フ

格爾弗

沈食浸

爽酵

燐酸

密多爾
ヒ　プ

錫布

亜酸化鐵

酷酸鉱液

蒸散

亜的見

祥化燐

炊氣

和剤

酷酸鉛

半炭酸加里

蘇魯林頑
ピ 　ル カラx

変酒蓋
フラ スコ

破壕
ガ ル ロ ン

瓦r

舎密引力

稀藍酸
リ セ ンロ セ ル ラ

利鮮羅囁見刺

炭酸加里

酒石酸

消酸

飽充
モ 　ル

里瀬

青酸

酷酸亜鉱

破礫石晶
ア ル コ-1L

亜爾筒見

祥化硫黄

鰹水

融化

硫 酸 鎮(緑 碧…)

藍酸諸模尼亜

硫酸銅(石 謄)

蓬酸曹達

硫酸加里

酒石酸加里

蘇魯林水素

炭酸苦土

亜硫酸加里

ヒ オ　ル

長頸壕
ツ ボ

陶壷
メ 　 }ル

黙多爾

破潔板

大理石
リ セ ンパ レ ル リユ ズ

利鮮巴列爾律斯

尿石灰加里

苛性加里

生石灰

硫肝
シ ユ

銀朱

洋錠

硫酸鉛

^,筒

テ レ ヒンラ-t

的列並帝那油

亜麻油

鎧

飽和

確酸亜鉛

消藍酸

試薬
コ ツ プ

常用酒蓋
ド 　 ス

鎮筒子
フ ンF

権(天 秤ノ)

庶糖

溶和
コn}ン テ イ ンクFリ ウム

古魯敦丁苦多榴母

酒蓋

錫葉

硫酸鐵

昇頑
カロ メル

璽酸頑

硫酸亜鉱

酸化金属

破潔管
フ ラ ンク レ インセ ポ ル レン

弗蘭苦列印撮勃爾連

散換

櫟化

和力

一337一


